
「つつみ人形」 

  

             展示期間：７月１９日（土）～１１月９日（日） 
 
               

昭和元年（1926）から 100 年、第２次世界大戦の終戦から 

             80 年という年にあたり、昭和という一時代の中で変化した 

             仙台の街の風景と人々のくらしの道具の変化についてご紹介

しています。 

 

             ■講座 「戦前戦後で変わる町・仙台」 

                

               日 時 令和７年９月２１日（日） 

                   １３：３０～１５：００ 

               会 場 仙台市歴史民俗資料館 

               講 師 当館学芸員 

               申込み 参加自由、事前申込不要 

 

 

９月から学校の見学（校外学習）が多くなります 

小学校３年生の社会科において、「市の様子と人々の暮らしの移り変わり」を学ぶ単元 

があります。交通や公共施設、土地利用や人口、生活の道具などの時代による違いに着目

して、聞き取り調査をしたり資料で調べたりして、市や人々の様子をとらえ、市や人々の 

生活の様子は、時間の経過に伴い移り変わってきたことを理解することがねらいです。 

 

 これから学校の利用が多くなり、９月は 13 校、10 月は８校、11 月 

は８校、12 月は５校が、校外学習で当館を利用する予定です。子供た 

ちには、バーチャルではない実物の展示を見て、学習課題を追究して 

ほしいと願っています。 

 

 小学校だけではなく、中学校、高校、大学、放課後デイサービス等 

の利用や、社会学級や市民センターの老壮大学等での利用もできます 

ので、是非、御来館ください。 

 

 

 

特別展｢昭和の仙台｣～戦争と平和・人々のくらし～ 
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